
令和元年度「生徒の英語力強化のための英語指導力向上事業（英語教育改善プラン推進事業）」 ～波佐見町立中央小学校～

①
②

現状の課題

具体の取組の内容

①

教師自身が外国語に自信がなく，外国語の指導について不安が大きい。
積極的に自分の思いや考えを伝えようとする児童が少ない。

・指導過程の共通理解

・クラスルームイングリッシュの
研修（本校職員，大学教授）

・ALTとの打ち合わせの時間確保

・全職員による授業実践，授業
を参観し合い，協議を行う

・研究会の実施（令和元年10月
28日）

教師の自信，指導力向上→児童の表現力の向上 知る→ 慣れる 行う → まとめ つなげる

○教師の自信アップ，指導力向上のために ○児童の言語活動の質の向上のために

・必要感のある場面設定

・教師が学習者のモデルになる

・言語活動の観点を押さえた指
導（中間評価）

・掲示物の充実（ALT・学年のイ
ングリッシュコーナーなど）

②



成果① 成果② 今後の課題・方向性

○教員の外国語指導に関する
意識向上
外国語活動・外国語科に関する意

識調査を教員対象に5月と12月に

行った。その結果は以下の通りであ
る。（24人中）

外国語の授業を楽しむ教員が増え
た。また，研修の結果，クラスルーム
イングリッシュに触れる機会が増え，
少しずつ自信をつけることで日々の
授業に生かすことができるようになっ
た。

楽しみ
ながら

自信を
もって

十分な
打ち合
わせ

教師自
身がモ
デルに

○児童の言語活動の質の向上

・単元のゴールを見据えた場面設定
をすることで，児童にとって必要感の
ある言語活動を行うことができた。そ
の際，観点（Smile，Eye contact，Clear
Voice，Gesture，Response）に沿った指

導をすることで，相手意識を持った活
動ができ，言語活動の質が向上した。

・外国語だからといって構えることなく，
外国語をコミュニケーションの１つの
手段として自然に受け入れることがで
きるようになった。

・掲示物の充実により，様々な言語材
料が児童の目に触れる機会が増え，
外国語に興味を持つ児童が増えた。
ALTとのやりとりが増え，積極的に外

国語を使って手紙を書こうとする児童
が増えた。

○外国語活動・外国語科にお

ける目指す児童像を具体的
に設定し，系統的な指導を積
み重ねていくことでコミュニ
ケーション能力を育成していく
必要がある。

○教師の外国語活動・外国語
科に対する意識や取組におい
て，温度差が見られる。すべて
の教師が必要感を感じる研修
を行う必要がある。

○振り返りカードに系統性を持
たせていく。

○外国語活動・外国語科の評
価の在り方について

① ②

アンケート項目 そう思う
（5月）

そう思う
（12月）

外国語の指導は好
き（楽しい）ですか。

13人 19人

クラスルームイング
リッシュは十分に使
えますか。

3人 8人

外国語の教材研究
は，十分に行えて
いますか。

4人 12人

外国語の指導に難
しさを感じますか。

22人 13人


